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【
第
三
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

分
科
会
4　

原
発
と
震
災

原
発
と
震
災

木　

田　

惠　

嗣

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
以
降
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
福
島
県
各
地
に
放
射
能
汚
染
が
広
が
っ
た
。
事
故
か
ら
三

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
福
島
に
お
け
る
原
発
事
故
の
影
響
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
共
に
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
を
論
じ
た
い
。

1
．
原
発
事
故
後
に
、
私
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と

福
島
県
は
、
南
北
に
走
る
奥
羽
山
脈
と
阿
武
隈
山
地
に
よ
っ
て
、
会
津
、
中
通
り
、
浜
通
り
の
三
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
の
被
害
は
、
そ
の
地
理
的
な
違
い
に
よ
っ
て
、
同
じ
福
島
で
も
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
。
浜
通
り
は
、
文
字
通
り
、
地
震
・
津
波
・
原
発

事
故
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
奥
羽
山
脈
と
阿
武
隈
山
地
に
挟
ま
れ
た
中
通
り
は
、
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

原
発
事
故
に
よ
り
流
出
し
た
放
射
性
プ
ル
ー
ム
が
流
入
し
、
放
射
能
被
害
を
受
け
た
。
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（
1
）
混
乱

震
災
直
後
、
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
情
報
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と
で
、
様
々
な
混
乱
が
生
じ
た
。
ラ
ジ
オ
や
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
た
。

（
2
）
不
安

浜
通
地
区
か
ら
続
々
と
避
難
し
て
く
る
人
々
の
姿
を
見
て
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
、
大
き
な
不
安
が
生
じ
た
。
タ
ク

シ
ー
で
県
外
脱
出
を
は
か
る
人
々
も
多
か
っ
た
。

（
3
）
怒
り

震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
些
細
な
こ
と
で
、
怒
り
が
爆
発
し
た
り
、
自
分
が
経
験
し
た
震
災
体
験
を
大
声
で

語
り
続
け
る
な
ど
の
体
験
を
し
た
人
が
多
い
。

2
．
現
在
の
福
島
の
状
況

こ
の
よ
う
な
震
災
直
後
か
ら
、
三
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
現
在
の
福
島
は
、
表
面
上
、
震
災
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
内
部
に
は
、
解
決
の
見
通
し
が
立
た
な
い
、
大
き
な
課
題
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
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（
1
）
子
ど
も
た
ち
の
問
題

震
災
直
後
、
福
島
県
内
で
被
ば
く
を
し
た
た
め
、
福
島
県
の
健
康
調
査
の
対
象
と
な
る
一
八
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
が
三
六
万
人
い
る
。

そ
の
甲
状
腺
検
査
の
結
果
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
最
新
の
情
報
に
よ
る
と
、
二
二
万 

五
千
人
あ
ま
り
の
調
査
が
終
了
し
、

悪
性
な
い
し
悪
性
疑
い
五
九
例
（
手
術
二
七
例
―
良
性
結
節
一
例
、
乳
頭
癌
二
六
例
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
行
政
か
ら
は
、
原
発
事
故

と
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
デ
ー
タ
ー
を
解
析
し
た
慶
應
義
塾
大
学
の
濱
岡
豊
氏
に
よ
れ
ば
、

五
・
一
ミ
リ
以
下
の
甲
状
腺
結
節
と
被
ば
く
量
と
の
間
に
は
、
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
後
、
注
意
深
い
観

察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
仮
設
住
宅
の
問
題

福
島
県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
の
中
に
、
福
祉
や
行
政
の
谷
間
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
困
窮
し
て
い
る
人
々
が
い
る
。
川
内
村

は
、
帰
村
宣
言
を
出
し
た
が
、
補
償
金
は
打
ち
切
ら
れ
、
村
に
帰
り
た
く
て
も
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
老
人
た
ち
が
、
仮
設
住
宅
で
困
窮
生

活
を
し
て
い
る
。
福
島
県
は
、
震
災
関
連
死
の
数
が
、
被
災
地
の
中
で
最
も
多
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
避
難
に
よ
る
環
境
の
激
変
、
先

の
見
え
な
い
避
難
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
基
本
的
人
権
の
問
題

浪
江
町
は
、
原
発
の
事
故
後
、
S
P
E
E
D
I
（
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
情
報
が
非
公
開
だ
っ
た

た
め
、
線
量
の
高
い
地
域
に
避
難
し
、
多
く
の
町
民
が
被
ば
く
し
た
。
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
一
〇
条
通
報
、
第
一
五
条
報
告
す

ら
な
く
、
東
電
の
通
報
協
定
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
浪
江
町
役
場
の
情
報
源
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
浪
江
町
の
馬
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場
有
町
長
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
の
憲
法
一
三
条
の
幸
福
追
求
権
、
生
存
権
、
財
産
権
、
す
べ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
る
。3

．
今
後
の
課
題

福
島
県
に
お
い
て
は
、
教
会
や
キ
リ
ス
ト
者
が
、
今
後
、
放
射
能
問
題
、
社
会
的
弱
者
の
支
援
、
基
本
的
人
権
問
題
な
ど
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
大
き
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。


